
 

 

 

 

猛暑、クマ騒動・・・ 

                                    所長 三 浦 卓 也 

令和 7 年も残すところ 2 日余りとなりましたが、子どもを取り巻く環境が大きく変化した 1 年であったと感

じております。特に、7 月から 9 月にかけて続いた猛暑では、エアコンの完備された園

内は快適に過ごせたものの、園外活動には大きな支障が出ました。また、全国各地で発

生したクマの出没は本町でも見られ、日課となっている「お散歩」は山側を避けたコー

スに変更せざるを得ませんでした。この状況は今後も続いていく可能性があることか

ら、安全計画の中に「熱中症対策マニュアル」や「ヒグマ出没時対応マニュアル」を新

たに加え、安全管理の更なる徹底を図ってまいります。 

来たる令和 8 年は、子どもたちが安全・安心に園活動を送ることのできる平穏な一

年となることを切に願っております。 

「♬ ぺったん ぺったん ぺったんこ ♪」 ～ 餅つき会 

 

【 教育・保育目標 】 

☆げんきな子  ☆やさしい子 

☆かんがえる子 ☆がんばる子 

発行日 令和６年６月２１日 

発行日 令和７年１２月２９日 

 12日に餅つき会を行いました。餅つきは古代中国の

風習がルーツと言われておりますが、未満児は自分よ

り大きな杵を保育士と一緒に持ち、以上児はお手本を

見せようと張り切って「ぺったんぺったん」。見事に

つきあがった餅は年長さんが鏡餅にして飾りました。

その後、花工房「彩」様から寄贈いただいたミズキに

繭玉等を付けてホールに吊るし、正月の準備が万端整

いました。 



・・・お知らせとお願い・・・ 

駐車場所について 

・送迎時の路上駐車は、除雪や通行の妨げになります。緊急時や特別な理由（体調不良でのお迎え・妊婦・ケ
ガなど）がない限り、ご面倒でも駐車場に停めるようご協力をお願いします。冬期間は降雪状況・除排雪の
有無等でご不便をおかけしますがご理解の程よろしくお願いいたします。 

年始休園について 

・１月１日(木)～１月５日(月)まで休園となります。６日(火)より通常保育です。 

※年末年始、きょうだいの冬休みなどで欠席がわかっている場合は事前にお知らせください。 

※年末は、着替え袋と上靴を持ち帰ります。下着類、靴下は多めにお願いします。 

休み明けは、上靴・着替え・午睡用寝具類(長時間児)など、忘れずに持たせてください。持ち物すべてに名

前の記入を忘れずに!!  

登降園時間について 

・時間ぎりぎりの登園や遅刻は活動の妨げになります。時間に余裕を持って登園しましょう。 

・長時間児は１８時までに全てのお迎えを済ませるようにしてください。延長保育はしていません。 

・お迎えにくる方、お迎え時間の変更等は、保護者が前もって連絡してください。 

雪遊びの準備について 

・本格的に雪遊びが始まります。毎日必ず、スノーウェアー上下、長靴(ゴム製)、帽子、

手袋 (ナイロン製)、スノーカバーを着用して登園させてください。 

 ※靴下は丈の長いものを着用させてください。 

靴について 

・「靴のサイズが合っていない」「靴が傷んでいる」子がいます。軽くて足に合ったもの、自分で脱ぎ履きがで

き、運動しやすい靴を選んであげましょう。休み中に上靴の点検、交換をお願いします。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様への年賀状は控えさせていただきます。保育始めにご挨拶をさせていただきたいと思っております。 

202５年も残り少なくなりました。今年も、保護 

者の皆様のご理解、ご協力で職員一同、こどもた 

ちと楽しく過ごすことができました。心より感謝 

いたします。ありがとうございました。来年もど 

うぞよろしくお願いいたします。     

幼児センターみらい職員一同 

１９日（月）身体測定週間 

（～２４日まで） 

２１日（水）誕生会 

２８日（水）５歳児教科指導体験 

 

１月の行事予定 

 

「かぜ」と「インフルエンザ」 

どう違う？ 
かぜとインフルエンザの違いは、主に

ウイルスの種類と症状です。 
●かぜは、アデノウイルス、ＲＳウイ
ルスなどが原因で、微熱、鼻やのど
の痛み、くしゃみ、鼻水、などが主
な症状。 

●インフルエンザは、インフルエンザ
ウイルスが原因で、 40℃前後の高
熱、悪寒、のどの痛み、せき、鼻水
のほか、関節痛や筋肉痛を伴うのが
特徴。 

 

冬場に増えるノロウイルス。感染者のおう吐

物、排せつ物からうつる２次感染のケースが多

いようです。感染すると、激しい下痢やおう

吐、腹痛があり、38 度以上の発熱も伴います。

今のところ、感染予防のワクチンや治療薬は開

発されていないため、症状が出たら水分を補給

しながら回復を待つしかありません。予防とし

ては、食事の際にはせっけんでよく手を洗う、

などです。ノロウイルスを殺すことはできませ

んが、手から洗い流すことができます。感染者

は症状が回復しても、その後１週間～１か月

間、排せつ物とともにウイルスが体外に出ると

いわれています。発症から１か月ほどは排せつ

物に触れないように気をつけ、触れる危険性が

ある場所は、塩素系消毒剤で消毒しましょう。 

 

 

 

ノロウイルスに要注意 


